
市内では珍しい百観音

大人の歯は親知らずを除いても２８本あ
ります。しかし、５０歳前後から急速に抜
けだし、平均して６０歳で１０本、７０歳で１６

本を失い、８０歳では２４本失い、４本しか
残っていないのが現状です。
歯は自然に抜けるのではなく、むし歯
や歯周病といった歯と歯ぐきの病気が原
因で抜けおちるといわれています。この
むし歯や歯周病にふだんから注意し歯の
手入れを続けていれば歯を失わないで済
むのです。

◆８０２０運動とは？
８０歳で２０本の歯を残そう！という運動
です。なぜ８０歳で２０本なのかというと、
自分の歯が２０本残っていれば年をとって
もおいしく物が食べられるからなので
す。しかし、この理想からはほど遠いの
が現状です。

◆歯周病とは？
歯周病は加齢によって起こる避けられ
ない病気であると考えられてきました。
しかし、その原因が食事や歯磨き、疲労、
喫煙などの生活習慣と密接に関係してい
ることがわかってきました。今後は、歯
周病を防ぐために生活習慣の改善に目を
向けなければなりません。
◆歯を失う前に歯周病健診を！
歯周病は自然に治ることがありませ
ん。自分の歯の状態を正確に把握しそれ
に応じた予防が必要になります。特に４０
歳をすぎたら健診を受け、専門家の指導
を受けることが重要です。
本市では、７月に９日間成人歯科健診
（歯周病健診）を実施します。今年度は
１８～６０歳以下と節目の７０歳の人が対象で
す。健診を活用し人生８０年を自分の歯で
噛みましょう。
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守ろう！

６月４日～１０日は
口腔保健週間

（歯の衛生週間）

歯の健康
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吉
田
と
い
う
地
名
は
、
一
五
八
〇

年
代
の
記
録
に
見
ら
れ
ま
す
が
、
集

落
は
そ
れ
以
前
に
形
成
さ
れ
た
の
で

し
ょ
う
。
一
六
〇
〇
年
以
降
、
吉
田

村
は
蒲
野
（
か
ば
の
）
、
住
方
（
す

み
か
た
）
、
谷
（
さ
く
）、江
川
（
え

が
わ
）、城
（
じ
ょ
う
）、新
田
（
し
ん

で
ん
）
の
六
集
落
か
ら
成
り
立
っ
て

い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
初
期
は
、
旗

本
稲
垣
氏
が
支
配
地
と
し
、
新
田
集

落
に
陣
屋
（
じ
ん
や
・
居
住
地
）
が

置
か
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
に
そ
の
名

が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

一
六
九
八
年
（
元
禄
十
一
年
）
か

ら
六
名
の
旗
本
に
よ
り
六
集
落
が
そ

れ
ぞ
れ
分
割
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
一

七
〇
年
ほ
ど
支
配
さ
れ
続

け
た
こ
と
で
一
体
感
が
生

ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

小
学
校
周
辺
が
村
の
中

心
と
な
っ
た
の
は
、
一
八

八
九
年（
明
治
二
十
二
年
）

四
月
に
入
山
崎
、南
山
崎
、

八
辺
（
や
っ
ぺ
）、南
神
崎

（
み
な
み
か
ん
ざ
き
）
と

吉
田
村
の
五
か
村
合
併

で
、
新
吉
田
村
が
成
立
し

村
役
場
や
学
校
な
ど
が
建

て
ら
れ
て
か
ら
の
こ
と
で

す
。
新
町
は
幕
末
こ
ろ
か

ら
集
落
が
で
き
は
じ
め
、

栄
（
さ
か
え
）
は
一
九
二

六
年
（
大
正
十
五
年
）
の

軽
便
鉄
道
・
多
古
線
の
開

通
に
よ
り
下
総
吉
田
駅
が

設
置
さ
れ
た
後
に
集
落
が

で
き
、
停
車
場
と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。

八
辺
、
南
神
崎
は
中
世
か
ら
の
集

落
で
、
一
四
一
二
年（
応
永
十
九
年
）

の
日
蓮
宗
板
碑（
い
た
ひ
）が
あ
り
、

八
辺
か
ら
は
江
戸
時
代
初
期
に
照
海

（
し
ょ
う
か
い
）
と
い
う
僧
が
江
戸

で
活
動
し
、
徳
川
氏
の
信
頼
厚
く
、

米
倉
・
西
光
寺
（
中
央
地
区
）、八
辺

・
真
福
寺
の
寺
領
寄
進
に
貢
献
し
た

と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

入
山
崎
、
南
山
崎
は
江
戸
時
代
初

期
に
は
山
崎
村
で
し
た
が
、
一
六
三

五
年
（
寛
永
十
二
年
）
か
ら
二
つ
に

分
け
ら
れ
ま
し
た
。

四
月
下
旬
、
筆
者
は
吉
田
小
の
先

生
と
地
区
の
史
跡
を
歩
い
た
際
、
吉

田
地
区
で
有
名
な
も
の
は
、
と
い
う

質
問
を
受
け
ま
し
た
。

吉
田
・
妙
覚
寺
裏
山
の
百
観
音
は

地
区
を
代
表
す
る
歴
史
遺
産
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。
一
八
五
七
年
（
安
政

四
年
）
に
周
辺
村
む
ら
の
信
者
の
寄

付
に
よ
っ
て
百
体
の
石
の
仏
が
建
て

ら
れ
ま
し
た
。
観
音
（
か
ん
の
ん
）

霊
場
と
し
て
広
く
信
仰
を
集
め
て
い

た
西
国
（
さ
い
ご
く
・
関
西
地
方
）

三
十
三
観
音
、
秩
父
（
ち
ち
ぶ
・
埼

玉
県
）
三
十
四
観
音
、
坂
東
（
ば
ん

ど
う
・
関
東
地
方
）
三
十
三
観
音
の

合
わ
せ
て
百
体
が
こ
こ
に
ま
つ
ら
れ

ま
し
た
。
く
わ
し
い
分
析
は
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
現
在
の
光
町
、
横
芝
町
、

山
田
町
な
ど
の
寄
進
者
名
が
見
ら
れ

ま
す
。
今
回
の
探
訪
が
、
「
吉
田
の

百
観
音
」
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
き

っ
か
け
に
な
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

（
生
涯
学
習
課
）

市都言宣康健

活活
生生
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